













によって視覚化することができる。   
たとえば，Chasenは以下のように形態  
素解析の結果を出力する。  






みである。   
実例としては，夏目漱石『夢十夜』3を用  
いた。  
表層語 基本形 よみ  品詞  
2．「文脈」について   こんな こんな コンナ 連体詞  
夢  夢  ユメ  名詞  
を  を  ヲ  助詞  
見  見る  、  動詞  






























































3．2内容語の活用   見る  
／／▼  




革   
▼  
二′し亨   
図1：文脈グラフの例  















































1 テキストデータを入手する。  






3 前項の結果に形態素解析を実行する。  
4 前項の結果から機能語（助詞や助動詞）   
を削除し，内容語の基本形及び句読点   
を抽出後，一文ごとに改行し，「分析用   
テキスト」を作成する。「分析用テキス   
ト」では語の順序を壊さないようにし，  
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語の句切り情報として，dot言語の関係   
記述子（”－＞”）付加しておくと，後の段   
階で語の句切り情報を変換する必要が  
ない。  
5 分析語彙を決定し，「分析用テキスト」   
から分析語彙を含むものだけを抽出す  
る。ただし，「分析テキスト」が少量の   
場合は全体をグラフにしてから，分析   
語嚢を決定することも可能である。  
6 前項の結果から，dot言語ファイルを記   
述し，GraphⅥzに読み込ませ，グラフ  
を画像として出力する。   




内  2，696   918  
容  1，759   449  
三五 ロlコ   259   73   
助詞   3，170   48  
助動詞   950   17  
副詞   307   147  
機  131   22  
能  116   8  
三五 口lコ  46   16  
未知語   44   33  
感動詞   17   12  
フィラー   3   2   
こんな－〉夢－〉見るノ   
腕組－〉する－〉枕元－〉坐る－〉いるノ   
仰る－〉向－〉寝る－〉女ノ   
静か－〉声－〉もう－〉死ぬ－〉云うノ   
女－〉長い－〉璧－〉枕－〉敷くノ   
輪郭－〉柔らか－〉瓜実顔－〉その－〉中一〉横たえる－〉いるノ   
亭白－〉精一〉底－〉温かい－〉血－〉色－〉ほどよい－〉差すノ   
唇－〉色－〉無言高一〉赤いノ  
）うつ－〉いる－〉死ぬ－〉そう－〉見えるノ   
しかし－〉女－〉静か－〉声ノ  
■ もう－〉死ぬ－〉判然－〉云うノ  
図2：分析用テキストのデータベース  
（『夢十夜』第一夜冒頭10）  
10，743  1，758  









図4：『夢十夜』第一夜の全体グラフ  図3：GraphViz実行画面  
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彙）眼  
6．考察   
この4者の関係を有向グラフで示すと以  
下になる。  図6では，「自分」をふくむ8語の文脈  
と，「女」をふくむ3語の文脈が，「黒」に  
連なる「眼」というノードで交差している  
ことが確認できる。   
原文を参照すると，この構造の源として，  
以下の二つの文をみつけることができる。  
3，女（1）→眼（1・2）←黒（2）←自分（2）   
上の関係が文脈の交差点として，図6  




1女はばっちりと脹を開けた。大きな   
潤のある眼で，長い捷に包まれた中   








2 且盆は透き徹るほど深く見えるこの   
量販の色沢を眺めて，これでも死ぬ  
のかと思った。   
・2の文には，「黒眼」が誰のものか書か  














この→黒→眼→色沢→眺める   
この中で分析語嚢と1，・2，に共通するノ  
ード（交差ノード）は，つぎの4語である。  
3 （分析語彙）女・自分・黒（共通語  






















































7．おわりに   
以上，最も基本的な意味における「文脈」  





































































・中尾浩・宮川進悟・赤瀬川史朗『コ   
ーパス言語学の技法〈1〉テキスト処   
理入門』夏目書房2002年  
・伊藤雅光『計量言語学入門』大修館   
書店2002年  
・辻幸夫『認知言語学への招待』大修   
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